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知里真志保生誕百周年記念、シンポジウム「知里真志保:人と学問J

l;t {;めに

知呈氏ぬ民族誌liO完G)可能性

-近世蝦東地の漁場儀礼分析への応用の試みー

谷本晃久

(北海道大学文学研究科・日本史学講座)

22/02/09 

知里・小田『ユーカラ鑑賞Jl(昭和 31年)に関する思い出(石森延男/藤女子大学)

同書所収「松前の若殿が所作しながら歌った神謡」の最近の評価(佐藤2007)

・「知里は、この神謡が歴史的事実を反映して語られていると考えているJr知里は、アイヌの口頭伝

承からアイヌの歴史を読み解くということを、説いたのであるJrw松前の若殿が所作しながら歌っ

た神謡』は、和人の侵略が始まって以降の神謡であることは明確であるし、その物語の具体性から、

この神謡が実際に起こったことをモデルにしていると考えることは不自然なことではなし、J

・「松前の若殿が所作しながら歌った神謡」は「ホロベツに伝承された神謡J(Wユーカ
ラ鑑賞Jl)。知里氏の幌別をフィールドにした研究は、『アイヌ民需集』などの口承文

芸のみではなく、佐藤三次郎との協業を含む民族(民俗)誌研究や山田秀三との協

業を含む地名(地誌)研究にそのウイング、が広がっている。

・報告者は、口承文芸研究の歴史性に関する見識を持つものではないため、文献史学

の側から直接参考とした知里氏の民族誌研究、とりわけ漁場儀礼に関するそれを取

り上げ、お話し申し上げたい。

1 :_震疲東越え六ロベY夢rg;=!: /J!!1Jf&tA害rJjljl/lftf!Jijjljft
安政元年 (1854)* r村垣淡路守公務日記J同年間 7月24日条(大日本古文書 『幕末外国関係文書』附録)
アイヌ人別 53戸264人

産物:鮭300石目

「ホロぷ?の夷人乙名の弟なりとて国人の語を為す。又よく事を解す。夷人大抵己が年を知らず、又月

日をも知らず、此夷人自ら云ふ、物覚へてより寒暑によりて年の易るを知れり。是によりて数候得

ば三十二、三になり候。其前何年を経候にや。文云、今日は七月二日なり、暑中はまだ幾日あるな

ど分り候とぞJ*窪田子蔵「協和私役」安政3年7月2日条 女「暑中」…土用の 18日間

「胡婦をして是〔注:弁当〕を負はしむ。其様平なる紐或は革にて是を其前額に掛け、以て背上の

重きを助く。又両手を以て後より頭を押へ以て前額の重きを助く。両脚は草にて編たる臆当をはき

て足は耽足なりJ(向上) *いずれも高倉新一郎編『日本庶民生活史料集成』第4巻版

明治6年 (1883) *胆振園地誌提要(道立図書館蔵:3 1 7 /KA/ 1 36) 

和人人別50戸 123人

アイヌ人別60戸219人

「古い伝統を忘れ去って、一日も早く新しい文化に同化してしまうことが、今ではアイヌの生くべ

き唯一の道なのであるから、幌別村が他村に百歩を先んじて、早くもそういう状態に立ち到ったこ

とを、わたしはむしろ喜ばしく思うものである。それとともに、捨てて置けば当然に跡形もなく朽
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果ててしまったはずの古い生活の断片を、僅かながらも私自身の手に掻き集めて後世に残すことを

得た愉快さを私はしみじみと感ずるのであるJ*知里真志保『アイヌ民諌集~ 1935年2月 18日付後記

2:かrJt1AのtfJJlfJtj!tAfIj.滞査
昭和9年 12月21日付松本正憲宛知里真志保書簡

「アイヌ説話集の原稿作製のかたはら、漁村民俗の調査をやって居ます。佐藤氏と二

人で実地に舟に乗ったり、網をさやめたり…J(藤本 1982、149頁より所引)

* Iアイヌ説話集J…のちの『アイヌ民語集』を指すと思われる。
*佐藤氏…のちの妹婿で遠戚の佐藤三次郎氏 (W北海道幌別漁村生活誌』著者)を指

すと思われる。

貴昭和9年度は東京帝国大学2年在学。

昭和 11年 12月 10日付「自序J(佐藤三次郎『北海道幌別漁村生活誌~ 2頁)

「今年の夏、帰省以来病床に伏して居られた知里兄が、遂にこれ〔注:原稿の進捗しないこと〕を

見兼ねて、病苦の中から、全体の構成を決め、章を立てて節を分け、その聞に材料を按配して、原

稿の書き方、句読点の切り方に至るまで、一々懇切に御指導下された。本書は知里兄の指揮を仰い

で材料を採集し、知里兄の指導に依って書いたものであるから、寧ろ知里兄の著書と云ふベく、仮

りに百歩譲っても知里兄と私の共著と云ふべきで、私は幾度も共著にされるやう知里兄に御願ひし

たのであるが、知里兄はいつも笑ってこれを退けられたJ

昭和 34年 3月刊知里真志保「アイヌの鮭漁一幌別における調査一」まえがき (W北方文

化研究報告』第 14輯/著作集3巻67頁)

「もちろん今でもアイヌ系の人々はかなり多く住んでいることは事実であるけれども、

それらの人々もいち早く日本人の生活に同化してしまい、いわゆるアイヌといった面

影はほとんど残していない。ここに発表する拙稿も、戦前にこの地方にまだ幾人か残

存していた古老を筆者が直接訪ね歩いて、明治の末期あたりにこの地方で行われてい

た鮭漁に関して調査記録しておいた古いノートを今回整理したものであるJ

*w北海道幌別漁村生活誌』第 11章(り11漁の話J)第 1節(1鮭の話J) と「アイヌの鮭
漁ーl幌別における調査-Jとを比較すると、ほぼ同文の情報 (W漁村』によると板久孫

吉氏よりの聞き書き)が含まれており、両者の協業のあったことが窺える。ただし、

後者のみに見られる情報もあり、補遺調査の形跡もある。→【資料1] 

大地域と時代が確定された民族誌叙述として重要。『漁村』には、主要なイン7才一マントの生活

歴が記されている。両者は、比較検討して読むべき論考と捉えることができる。

3:(アイヌの経線-tfJJlfJtjl，ごおIt-3諒査-Jの待'ffft

• w幌5jIUに比して、アイヌの民族誌情報のみを抽出している。

・地名調査報告・民語集との注解における双方向性が示唆されるが、『幌別』への言及な

し。

• r祭儀」は、『幌別』にはまったくみられない項目である。→{資料2]
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4 : ì!itf!:~芳雄の卒や託子事分好へのぶノ野 f→谷本2001)

場所請負制下の漁場年中行事

幕末期、西蝦夷地ヨイチ場所の事例 →【資料3]

「両歳取調歳中行司帳J(元治元・慶応3年)

-緋網卸の際、「役土人J・「自分取之ものJへ「為致カムイ呑可申事J

「秋味網卸し御祝儀取扱書J(慶応3年)・「秋味千束祝儀行事帳J(元治元)

-鮭網卸・千束祝儀の際、「イナホ持参J・「イナホ差出」の「乙名Jr小使Jr両船頭J

へ上酒貸付・濁酒被下

・和風神事と併存し、組み込まれている

女網卸時の「カムイ呑Jは、知里報告と共通。「イナホJと酒とを介在させっ

つアイヌの儀礼が和風儀礼と併存しつつ組み込まれる近世末期の蝦夷地在

地社会の特質を指摘する論拠のひとつに応用。

それは、ヨイチに特殊な儀礼ではない

西蝦夷地ソウヤ場所モンベツ領トコロの事例 →【資料4]

東蝦夷地シラヲイ場所の事例 →【資料5]

cf r海にて捕るものは会所、川にてとるものは夷人と定めあるよしJ(r協和私役J安政3年7月2日条)

おbクjご

知里氏が地域に視座を定め実地調査に基づいた詳細な民族誌叙述を残したのは、幌別と

樺太。その叙述は、時代と地域が明らかにされている点に象徴されるように、客観性が担

保されたものであり、幕末~近代初頭の文献資料と擦り合わせ、解釈する(=学び参照す

る)に足る高い水準の(=信頼できる)報告と考える。幌別についていえば、佐藤『北海

道幌別漁村生活誌』や知里・山田の地名研究、知里の口承文芸研究とが、調査者・研究者

としての知里氏を軸に同時代性を帯びつつ有機的に連関しており、それぞれの分野との建

設的な協業を解釈に組み込むことにより、応用の裾野は広がってくるものと考える。

→知里氏らにより研究環境が整っている地域なだけに、文献史学の側からの当該期のホ

ロベツ場所・幌別郡在地社会構造の研究の余地(=価値)は大きい。

【引用・参考文献】

佐藤三次郎『北海道幌別漁村生活誌~ (アチック ミユーゼアム、 1938年/W日本常民生活資料叢書』第

7巻、三一書房、 1973年に再録)、佐藤=ロスベアグ・ナナ「知里真志保と詩人たち一(1)Wユーカラ鑑

賞』の共著者小田邦雄一J(WCore Ethics~ 3、2007年)、谷本晃久「近世蝦夷地『場所』共同体をめぐっ

てJ(W学習院史学~ 39、2001年)・「宗教からみる近世蝦夷地在地社会J(W歴史評論~ 629、2002年)、知

里真志保『アイヌ民語集~ (郷土研究社、 1937年/W知里真志保著作集』第1巻、平凡社、 1973年に再録)・

「アイヌの鮭孫、一幌別における調査一J(W北方文化研究報告~ 14、1959年/W知里真志保著作集』第3巻、

平凡社、 1973 年に再録)、知里真志保・小田邦雄『ユーカラ鑑賞~ (元々 社、 1956年)、知里真志保・山閏

秀三「あの世の入り口一いわゆる地獄穴について-J (W北方文化研究報告~11、 1956 年)・「幌別町内アイ

ヌ語地名調査J(W北方文化研究報告~ 13、 1958 年)、知里真志保書誌刊行会編『知里真志保書誌~ (サッポ

ロ堂書底、 2003 年) 、 藤本英夫『知里真志保の生涯~ (新潮社、 1982年)、ほか
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【資料/] W北海道幌別漁村生活誌』と「アイヌの鮭漁一幌別における調査一Jとの比較

女内容構成実

f北J華道IAfJ!h源付金E議J第 11辛苦llili

鮭の名称

漁法

ヤス突き

「明治三十年頃、当地で盛んに行はれてゐた鮭や鱒の川漁に就いて、板久孫吉氏に訊いた

ものj

川鮭漁の規模

漁場の位置と名称

漁の時間

イサパキッキニ

密漁

マレク漁

漁法

名称

シュネ

漁期

鮭の型の名称と値段

貯蔵法

料理法

fアイヌの厳弟一線f]~にiölプ45調査"-J

ζ 1. まえがき

2. 漁具と漁法

(1) 網一一「ヤJ(ya) 

(2 ) やす一一「ヤス」 (yAsu)

(3 ) かぎもり(鈎錯)一一「マレクJ(mbek)

(4) めくらかぎ一一一「チエタエカンキJ(chi-etaye-kankiわれら・引く・かぎ)

(5 ) ど(鍍)←ー「ラオマプJ.(ra6map) 

( 6 ) ゃな(築)一一一「ウライJ(ur~i) 
(7) とめ(止)一一「テシJ(tesh) 

(8 ) 隠れ棚一一「ネツJ(net) 

(9 ) 打頭棒ー「イサパキクニJ(1 -s~pa -kik-.niそれの・頭を・打つ・木)
(1 0) たいまつ(松明)一一「スネJrシュネ」 (SU4shund)
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c安利 IJゥずま

(1 1) 犬による漁法

3. 漁期

4. 漁兆

5. 禁忌

6. 祭儀

(1) rベツ・カムイ・ノミJ(pet-kamui-nomi川・神・まつり)

(2 )最初にとれた鮭

(3)不漁の際の祈願

7. 鮭の名称

8. あとがき

女類似した叙述の例*

f癖1JIjJ121""'122頁

i 

「その頃〔注:明治30年頃〕は既に川の各所に漁場が定められてゐて、漁場の持主も決

ってゐた。各漁場の位置と名称とは、一番予の)11口に近い処が『仙台漁場』で、それか

ら五六町主が『窪桑サンケウク (Sankeuk)の場所』で、此所から少し上った処が『かア
かみ かんなな

漁場』であった。その上が『金成漁場』で、次を『仙台漁場』と云った。この『仙台漁

場』は千両場所で、此処を中心に、主と予人)1頃々獲れ方が少くなってゆく。この漁場の主

が『シケクル (Shikekur)漁場』で、一番主のポロシュマ (Poroshuma)といふ処が『砧そ

漁場』であった。漁場は、個人所有のものもあれば、共同所有のものもあった。元来こ

れらの漁場はみなアイヌのものであったのだ、が、シャモが移住して来るに従って、一場

所減り、二場所減りして、いつの間にか半分以上がシャモのものになってしまった。そ

のうちでも勢力のあった仙台衆が、一番獲れる場所をせしめてしまったのである」

/経治j 著伊奈庇67""'68頁

「鮭神、が許可制度になった頃，ここらの大きな川にはすでに幾つもの定置漁場があった。

たとえば明治 30年頃の幌別川には，川沿いに 7ヵ統の鮭の漁場があった。川口に最も近
かみ とおび

く『仙台漁場』があって，それから上に順に『遠飛サンケウクの引場1Wかねしめ引場1
十

『益援引場1ふたたび『仙台引場1Wシパウクの引場1最も上に『由花引場』があっ
た。これらの場所はいずれも漁場または引場と称せられたが、引場(フクパと発音)の

名称が示すように、そこで、は鋭舗を用いて鮭をとることが多かった」
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【資料2】知里真志保『アイヌの鮭漁ー幌別における調査一J6 祭儀局j域防
ワク~'l( 長)

6. 祭儀

(1)rベツ・カムイ・ノミj(pet-kamui-nomi川・神・まつり〉
潟、期のはじまる前に，村人が川民に集まって， rペツカムイノミ」とい

ふみ

う祭儀を行う。日本人の漁場でする「網おろしJと同じ意味のものだとい

う。これをすませないうちは，どんなに鮭がのぼっても，捕ることができ

ない。この祭儀には 1軒から 1人ずつ男が出て木幣を削り，川尻の草原

の上に幣場を設けて神々に豊潟、を祈るのである。そのさい，祭主は誰でも

いドことになっている。

併)先ず，泊の神へ木幣を 2本立てる。そして， r漁期が来て，わたくし
どもの海にも神魚たちが立ちまわったから，海の神様よ，わたくしどもの

?自へも神魚がうんと入ってくるようにお願いいたしますj，という意味の

祈詞をささげる。

(吋次に，川尻の神へ木幣を 2本立てる。そして， rJII尻が塞がると，神

魚たちはのぼれないから，川尻の神様よ，どうぞ川尻が塞がらぬように気

をつけてください」という意味の祈をささげる。

村次に，川の神に木幣を2本立てて.rホリ場の水の神様よ，神魚たちが
上って来るから，川の中に汚い物をおかぬように，自分の腹の中をよく片

づけておいて，神魚たちがたくさん上るようにホリを掘らせてくださいj.

という意味の祈調をささげる。

料 さいごに，キツネの神に木幣を 2本立てて， r海の潟、に限らず，山の

猟に限らず，あなたが一番人聞に漁を授ける神様だか1ら，この月もどうか

漁のあるように油断なく見守ってくださいj. という意味の祈念捧げる。

位)最初にとれた鮭

最初にとれた鮭は，火の神と家の神にささげると言って;rチzプ・ユマ」
(chep-nima魚・容れ〉と称する細長い木製の鉢に入れて，上座に頭を炉の

方に向けておき.r今日川へ行って走りの鮭 (ashit-chep)を取って来たか
ら，神様たちも久しぶりの御馳走を賞味してくださいJ.という意味の祈

詞をささげる。このおさがりは，一片ずつ串にさt，.，て近所にくばるので，

自分の室長には頭と骨だけしか残らないことが多かった。

匂)不漁の際の祈願

漁期なかばで不潟、のときは，やはり酒をかもし，木幣を削って神々にさ

さげ，この部落にj魚、を授けてくれますようにと祈願する。この祈願は，普

は皆で集まって盛大に行なったというが，後には各戸で簡単にすませたと

いうく12)。

一-目-~ーーーーー

註解

乙中 IV;;与〉

(12) 八雲や長万部地方で竺?のような場合，盛大な呪静塑関空行ったこと

が知られている。おそらく古くは他地方でもそういうものが盛んに行われた ー

であろう。拙稿「ユーカラの人々とその生活(1)J(雑誌『歴史家』第2号)

pp.4-5 lC本巻 PP.7-8Jj参照。

22 
-44・、1
jd



【資料3】併存する漁場年中行事のなかのアイヌ儀礼と和風儀礼
J 
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【資料タ】宗教儀礼を介し双方向性を有する御用所とアイヌ社会
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安政5年トコロ秋鮭試験漁の漁獲高明細

「トコロ土人江手宛、井シヤリ土人江手宛、其外役々賄之分j

r143束ト 10本J
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内
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安
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【表イ】

安政5年トコロ秋鮭試験漁の雇用アイヌ人件費明細

召使土人男女 : 32人 此給米:造米 158俵 2分

内 シヤリ:18人 但、平均 1人ニ付4俵ト9分5厘余

モンヘツ :14人

漁済手宛 :当所32人江 此銭 :4貫 160文

清酒 :1斗6升 但、 1人ニ付、清酒5合、濁酒5合ずつ

濁酒:1斗6升

「右給料米井手当酒等、此節 5可相渡積、漁業中四度濁酒造、カモイ呑為致候分者、
ー -h臨与守咽h引~同-恒回一目耳一置・-一唱団勘司予‘軍品司e司--岡晶晶町一一 ‘園一町一判前副幅四

別帳入用書之内記之、愛ニ|略J

【表ロ】

モンヘツ御用所J(道立文書館所総公文書:訓;1<番号CA0004:lN，t21)、

谷本晃久「濃やかな;1斤世アイヌ社会伐を知る:モンベツi前Jffiffrの文書からJ(;11:海道立文書，館報『赤レンプIJ.s:m. 2004 <Fl 

24 

トコロ秋1M;履給料井手宛書留tI:l!JJ~ : r安i攻五午年十二月



【資料5】明治初頭白老の事例

正ヲ若S官卒'It庁事:1)子治4"'5卒

日付 対象者 内容

正月元日 世話方・通辞 ・帳役 年頭御礼として罷出候事(但、於御役所請之)
…・一一一一一…甲山田甲山山町一一…一一一一…回一一一一白山町一…H・M・-一…一一一一一…_H'''~W_ ''''一一…一一一_..・H・… ..._-….....__.__.M. 
役土人一同江 清酒5合ずつ(切餅5枚ずつ)
一一…一一一一一一一回一一一…一…回一一一同H回一圃唱・帽酔・4酬.__..ーーー・姻同・・姻-・姻ド・・・喝開b・岨阿酔・4・・a・・ド・・・・・ー-・・・・ ・・・・恒........-・4凶・_.岨幽h・・凶酔・4阿・・，凶b・a凶刷-ド唱団・，，--・・ド・・・・・帽酔・・・a・・・同・4・"._，.，，，.岡_.唱・・聞・_.唱M・・・・・・・・・崎』・唱・...."・4・・.-・・M・a・岨-、........・ーー・・・目a・
平土人一同江 濁酒6樽
一一一一H'_"__"'M'一一一一…一一一一一一一…-一一 一一…--"，問自由一ー田・・・・・…一 一…一例_..…何回一一一 一 山一 ......_...... ~"..目 ・・・・一一一……一
男女土人小児共江 切餅2枚ずつ

正月 2日 船頭土人江 清酒5合ずつ(船乗初につき会所より遣わす)

正月 8日 吾ロ土ロi口b、一ー巨IPJ ー御用始につき、御料理被下之(御酒・吸物・肴三

世話方・通調・帳役 種盛付・雑煮餅)

3月3日 役土人一同江 清酒5合ずつ(上巳の祝として御役所より被下候

事)
回一一一一一H岨..，".....M...M…一一…・.""凶一同一…ー…・.__.......-ー-一同一…一一一回…M'M"一一_._-_....・…一一一一・・・ー咽山'M'_''''…一"・…一一._-，，-_.__.町一…一一四咽・ー-
役土人一同江

‘ 
清酒5合ずつ(詰頭廻浦につき御役所より被下候

事)
H一一一一一…一…-_....一一一一一.....一…咽… M._..__...._・-…一一"一一…一一一_._._""ー…一一一一帽一一一一一一…一一一一
80歳以上の老土人共江 玄米5斗・古綿入1枚ずつ(詰頭廻浦の節被下候

事)
一一…一一…一一一一一……一一一一一一一一一
鯨寡・孤独・長病・難渋の者 造俵3俵(但、 1俵8升入)・古綿入1枚ずつ(詰

共江 頭廻浦の節被下候事)

5月(5日) 役土人一同江 清酒5合ずつ(端午の祝いとして被下候事)

7月(7日) 役土人一同江 清酒5合ずつ(七夕の祝いとして被下候事)

8月(朔日) 役土人一同江 清酒5合ずつ(八朔の祝いとして被下候事)

9月9日 役土人一同江 清酒5合ずつ(重陽の祝いとして被下候事)

12月 煤払土人江 酒五合
一一一一……一一一一一""…a桐・咽ー…_.…目白
門松迎土人江 酒玉合・切餅(?枚)ずつ

@ 網卸祝儀 雇男土人共江 清酒5合ずつ(鰯井鮭網卸の節漁祝として被下候|

---軸 事)
一 一一一 …"一一一一一一…一一一…一一……ーー一一一一一…一一一一
雇女土人共江 濁酒2合5勺ずつ(向上)

@ 初鮭持参 初鮭会所へ持参の土人江 清酒1升(壱番鮭)

記長五日夜読了 m一一一
山一一一a“一一………a一一一………一一一…………帽町一…………山一一一一一……一.一一……一一目一一一…一.一一一一-一一一一‘一一一一一一『一一一一一一'一一一一……一一一一………山…………叩………….出山…………"町町…………山叩………山山………叩山………叩山………山…………一…………'叩一…………闇目一…………山山………+州叫…………山…………'同山…………"目叩…………山山………山山…一….帥山一一一一一一………'一一一一……-一一一…………叫一一.帥山一一'同一一一崎一一一一一一一一叩………………………'叩…一………問一……………申由一…………山山………山山………山山………山叩……….帥山…………山…………'同一…………--一………司叫叩…………山山……山山….帥山山山岬………山山…山山叩....一一…'問…一…"…一一一一一一一一一一….帥山………………一……+叩一一………"一一…………"町……………'山…………“山…………………一一.叫一……崎叩……"叩….叩甲一H 一H一一一一一一一一一"山……柿刷山目一一…………一……….山一……伺一一…目一一…………叫山………山山……，“M山………山一叫.刊山一一一一一一一一一………回目一…………山一……….-一一一……--一一………司由町…………叫一…一e刊巾叩…………………一…………'山一…………目一一………山…一一一山一一一一一一e一一一一一一-一.…… M 
清酒5合(=番鮭)

オムシャの 惣乙名・脇乙名・惣小使 米3升・椛2"升・葉葺3把ずつ(ヲムシヤの節)
-_....."句崎一一白山一一一一一…一…"...._..-

節 小使一同江 米2升・椛1升・葉瓦2把ずつ(向上)
一一__....M..........H._.__.M."....・0・0・0・…，，-"。一一。"_...._-_.-山一一一一一一一一一一一一…一一一...._..一一一一一一一……-一一…"
惣役土人江 清酒2樽(向上)
一一……ー……回一ー一一一目伺___..._..M.......……"一一…h一一…・..-一一一-…一一一回目刷_..."...……，…"一…ー"
男平土人一同江 濁酒1升ずつ(向上)
山川一…一一一…………一一一・........._._-_.・…......._....一一H・.H.H....._一一"一"一"._...__...，…ー……一一一・……一一_...・..，.開H阿"開......_.._..__.._.-…….，，_.
女平土人一同江 濁酒5合ずつ(向上)
…一一…目 …-…・・・......_.... 一……………一一一………"叩..，-，，-四四日・ー山山山間同一一……"'"醐一一.."，，---ー・・ー…一一."，咽咽………
15才以上の浜雇男土人共江 間切1挺ずつ(向上)
一一-_."・""'''''H抽出…句，..........一一『山山田叩山""""，........_.一一 ......叫h・a・-一一一“・ー…………""H'H""一…………一一一一_"H"町陶'H'"__'''一一山・……"一-
15才以上の浜雇女土人共江 針5本ずつ(同上)
四日・甲山山.......・H・叩町H・H・・・・.....凹 ...・・・・・町山一一一一一………H………・咽一一…-_.....，--_.-咽山一一一一一一一………・...
7才未満の男女小児共江 布子1枚ずつ(向上)

「辛未十一月・壬申三月両廉 白老郡諸書類J(北海道立文書館所蔵公文書、請求番号A4

/260)， 
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図I 安政3年 (1856)の蝦夷島地域区分

〔江芦 箱館〕
将恥ー老中一一箱館奉行

[凡例〕

まr1 ; 
金 ¥J ii 
場所紛負人

[鶴)

司法令.法度.人別抱権等

←願書f.論番目人別3陸上.

j主銭上最'1等UB稼和人のみ}

凡l伺
ー_......r，品耐JJ".tQ.悌4内向fJ;ll他'.・・-・金叫 .j.!li上京，，'!f(iJ也
.;，. ・ 何人Jl!!lU興都市
J ・附;~JU

→ ii(1事差配 L一一一f場所〕
一交易・集荷・仕入関係

図2r場所J諸集団聞の相互関係概念図 (鍛実地第2次募領期)

*表3 文久2年・(1862)における西鍛実地ヨイチ場所の人口構造

以4キ:

勺JZr虫伊仙乙iJ252
必 1ì"~/.p Þ今β魚、主eれJ主主人
私立板、 Z川島)

去3 ι 1， f!城美t巴&'1;昆t句集炉停F
えてそ古JMρ31.20<>1 ~ ) 

自分荷物 11鱗積取鉛
江差商人

〔江差〕

定住者(含通年居住者) 一時的滞在者(すべて和人)

アイヌ 和人 和人 和人
小E十(a) 全アイヌ

永住浜中引越番人越年番人・稼方 出稼浜中 番人・稼方小計(b)総計(a+b) 番人稼方 浜中

家数 84 52 43 9 80 一 84 9 123 

人別 439 276 195 26 55 715 1167 8 1175 1890 439 89 1362 

定住/滞在者
61. 40% 38.60% 27.27% 3.64% 7.69% 100% 99.32% 0.68% 100% / に占める書IJ合

全体に占める
23.23% 14.60% 10.32% 1. 38% 2.91% 37.83% 61. 75% 0.42% 62.17% 100% 23.23% 4.71% 72.06% 

割合

出典:林家古文書「成年余市御湯所諸:醤上J(r余市町史』第1巻資料編I、余市町、 1985年、 1651-1657頁) (会和人76.77%)
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